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(54)【発明の名称】 生理センサー装置およびその製造法

(57)【要約】
使用時に検体に貼り付け得るセンサーの第１および第２
の区域（２０、２２）を含む哺乳類の検体に貼り付ける
生理センサー装置。センサーの第１および第２の区域は
、使用時に第１および第２のセンサー区域の相互の間隔
を変化させ得るようにつくられている可撓性のウエッブ
（２４、２８）によって隔てられている。本発明の生理
センサー装置は、可撓性をもった非電気伝導性の基質の
上に電気伝導性の薄片をつくり、可撓性の基質および伝
導性の薄片の両方を通った溝孔を切り込んで非伝導性の
間隙によって隔てられた伝導性の材料の一対の隣接した
縁を規定し、またこれによって伝導性材料の薄片の中に
つくられた隣接した縁の対の一つをそれぞれ有する隣接
した電極センサー（３０、３２、３４）を規定すること
によって製造される。本発明の生理センサー装置は、例
えば２４時間のような一定の期間の間多数の生理パラメ
ータを測定するために検体に貼り付けられ、その後は廃
棄される。
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【特許請求の範囲】

    【請求項１】  使用時に検体に貼付け得るセンサーの第１および第２の区域

を含み、該センサーの第１および第２の区域は可撓性をもったウエッブで隔てら

れ、使用時において該第１および第２のセンサー区域の相互の間隔を変化させ得

るようになっていることを特徴とする哺乳類の検体に貼付けるための生理センサ

ー装置。

    【請求項２】  可撓性のウエッブは使用時に検体に接触する外側の層を含み

、また該外側の層は検体に接着することを防ぐ非接着性の物質を含んでいること

を特徴とする請求項１記載の生理センサー装置。

    【請求項３】  該ウエッブは、外力がかかっていない場合の中立な位置をも

ち、この中立な位置ではウエッブはセンサーの第１および第２の区域の間隔を固

定する予め定められた長さを有していることを特徴とする請求項１記載の生理セ

ンサー装置。

    【請求項４】  ウエッブは位置指示器をもっていることを特徴とする請求項

１記載の生理センサー装置。

    【請求項５】  ウエッブは実質的にＶ字形の部分を含んでいることを特徴と

する請求項１記載の生理センサー装置。

    【請求項６】  Ｖ字形の部分は互いに６０～１３０°の角度で交わる二つの

アームによってつくられていることを特徴とする請求項５記載の生理センサー装

置。

    【請求項７】  アームは１００～１２０°の角度で交わっていることを特徴

とする請求項６記載の生理センサー装置。

    【請求項８】  アームは実質的に１１５°の角度で交わっていることを特徴

とする請求項７記載の生理センサー装置。

    【請求項９】  センサーの第１および第２の区域の間隔は２０～２００ｍｍ

であることを特徴とする請求項３記載の生理センサー装置。

    【請求項１０】  該間隔は４０～１３０ｍｍであることを特徴とする請求項

９記載の生理センサー装置。

    【請求項１１】  Ｖ字形の部分は使用時に下を向いていることを特徴とする
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請求項５記載の生理センサー装置。

    【請求項１２】  検体に貼付け得るセンサーの第３の区域を含み、該第３の

区域は第２の可撓性のウエッブによって第１および第２の区域から隔てられてい

ることを特徴とする請求項１記載の生理センサー装置。

    【請求項１３】  該第２の可撓性のウエッブは使用時に検体に接触するよう

に動作する外側の層を含み、該外側の層は検体に接着するのを防ぐための非伝導

性の物質を含んでいることを特徴とする請求項１２記載の生理センサー装置。

    【請求項１４】  第３の区域は検体の腋窩の中またはその近傍に貼付けられ

るようになっていることを特徴とする請求項１２記載の生理センサー装置。

    【請求項１５】  第２のウエッブは検体の腋窩と検体の前胸部区域の上方の

胸との間を通るようになっていることを特徴とする請求項１４記載の生理センサ

ー装置。

    【請求項１６】  該第２のウエッブは、外力がかかっていない場合の中立な

位置をもち、この中立な位置では該第２のウエッブはセンサーの第３の区域と第

１および第２の区域の一つとの間で約３０°～約６０°の角度で配置されている

ことを特徴とする請求項１５記載の生理センサー装置。

    【請求項１７】  第２のウエッブは約４５°の角度で配置されていることを

特徴とする請求項１６記載の生理センサー装置。

    【請求項１８】  第２のウエッブの長さは２０～２００ｍｍであることを特

徴とする請求項１２記載の生理センサー装置。

    【請求項１９】  第２のウエッブの長さは５０～１１０ｍｍであることを特

徴とする請求項１８記載の生理センサー装置。

    【請求項２０】  横方向の軸を有し、該第１の区域および第２の区域は該横

方向の軸に沿って分離されており、該第１および第２の区域の各々は少なくとも

一つの電極センサーを含み、該少なくとも一つの電極センサーの各々は該横方向

の軸の沿って配置されていることを特徴とする請求項１記載の生理センサー装置

。

    【請求項２１】  哺乳類の検体に貼り付ける生理センサー装置において、該

生理センサー装置の横方向の軸に沿って間隔を置いて配置された第１および第２
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の電極センサーを含み、該第１および第２の電極センサーは可撓性の基質の上に

取り付けられていることを特徴とする生理センサー装置。

    【請求項２２】  該第１および第２の電極センサーは可撓性の基質の上に印

刷された電気伝導性インクから成ることを特徴とする請求項２１記載の生理セン

サー装置。

    【請求項２３】  電気伝導性インクは実質的に非偏光性であることを特徴と

する請求項２２記載の生理センサー装置。

    【請求項２４】  電気伝導性インクは銀－塩化銀インクから成ることを特徴

とする請求項２２記載の生理センサー装置。

    【請求項２５】  該第１および第２の電極センサーの間の間隔部分には可撓

性基質の中にある溝孔が含まれ、この溝孔は第１および第２の各電極センサーの

横方向の縁を規定していることを特徴とする請求項２１記載の生理センサー装置

。

    【請求項２６】  該横方向の縁に沿い第１および第２の各電極センサーの上

方に位置した伝導性ゲルの薄片を有し、検体と第１および第２の電極センサーと

の間に電気的接触ができるようになっていることを特徴とする請求項２１記載の

生理センサー装置。

    【請求項２７】  該第１および第２の電極センサーの間の間隔部分には伝導

性ゲルの中にある溝孔が含まれ、この溝孔は第１および第２の各電極センサーに

隣接したゲルの薄片の横方向の縁を規定していることを特徴とする請求項２６記

載の生理センサー装置。

    【請求項２８】  電極センサーの第１および第２の区域を有し、各第１およ

び第２の区域は少なくとも一つの第１および第２の電極センサーを含み、ここで

第１および第２の区域は可撓性のウエッブによって隔てられ、使用時に第１およ

び第２のセンサー区域の相互の間隔を変え得るようになっていることを特徴とす

る請求項２１記載の生理センサー装置。

    【請求項２９】  可撓性をもった発泡体の裏地層を含んでいることを特徴と

する請求項２１記載の生理センサー装置。

    【請求項３０】  該可撓性をもった発泡体の裏地層の上方に配置された可撓
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性の非伝導性の中間層を含み、これは使用時に検体と裏地層との中間に位置して

いることを特徴とする請求項２９記載の生理センサー装置。

    【請求項３１】  少なくとも一つの生理センサーを有する区域および使用時

において該区域を検体に貼付ける接着剤の層を含み、該区域は使用時に検体によ

って着用された場合該区域の可撓性を増大させ得る少なくとも一つの溝孔を含ん

でいることを特徴とする哺乳類の検体に貼付ける生理センサー装置。

    【請求項３２】  使用時に検体に貼り付け得る電気伝導性のゲルの層を含む

少なくとも一つのセンサーをもった区域から成る電極センサーを具備し、該区域

はさらに使用時に検体に貼付け得る非伝導性の接着剤の層を含んでいることを特

徴とする哺乳類の検体に貼付ける生理センサー装置。

    【請求項３３】  該電気伝導性のゲルは接着性をもっていることを特徴とす

る請求項３２記載の生理センサー装置。

    【請求項３４】  電気伝導性のゲルはヒドロゲルから成ることを特徴とする

請求項３２記載の生理センサー装置。

    【請求項３５】  非伝導性の接着性は水性コロイドから成ることを特徴とす

る請求項３２記載の生理センサー装置。

    【請求項３６】  電気伝導性のゲルの層の反対側に隣接した二つの非伝導性

の接着剤の層を含むことを特徴とする請求項３２記載の生理センサー装置。

    【請求項３７】  該二つの非伝導性の接着剤の層はそれぞれ非伝導性の接着

剤の薄片から成り、該接着剤の薄片は互いに実質的に平行であることを特徴とす

る請求項３６記載の生理センサー装置。

    【請求項３８】  使用時に検体に貼付け得る一つまたはそれ以上のセンサー

から成る区域を含み、該区域は検体の腋窩の近くに貼り付けるようになっており

、該区域は一つまたはそれ以上のセンサーからの生理的な信号を処理する電気回

路を含んでいることを特徴とする哺乳類の検体に貼付ける生理センサー装置。

    【請求項３９】  該区域は生理的な信号を遠隔地へ送信する出力送信機を含

んでいることを特徴とする請求項３８記載の生理センサー装置。

    【請求項４０】  該出力送信機は実質的に平らなコイルアンテナを含んでい

ることを特徴とする請求項３８記載の生理センサー装置。
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    【請求項４１】  ２個またはそれ以上の電極センサーを含む生理的センサー

装置の製造法において、該方法は可撓性をもった非電気伝導性の基質の上に電気

伝導性の材料の薄片をつくり、該可撓性の基質および伝導性の薄片の両方を通し

て溝孔を切り込んで非伝導性の間隙によって隔てられた伝導性材料の一対の隣接

した縁を規定し、さらにそれによって伝導性材料の薄片の中につくられた該対に

なった隣接した縁の一つをそれぞれ有する隣接した電極センサーを規定するよう

にする工程から成ることを特徴とする方法。

    【請求項４２】  伝導性材料の薄片をつくる工程は伝導性のインクの層を可

撓性の非伝導性基質の上に印刷する工程であることをことを特徴とする請求項４

１記載の方法。

    【請求項４３】  溝孔の切り込みを行なう前に、電気伝導性材料の薄片の上

に電気伝導性のゲルの薄片を配置する工程を含むことを特徴とする請求項４１記

載の方法。

    【請求項４４】  電気伝導性材料の薄片に実質的に平行に接着剤材料の薄片

をつくり、検体に生理センサー装置を貼付け得るようにする工程を含むことを特

徴とする請求項４１記載の方法。

    【請求項４５】  接着剤材料の第１の薄片に平行に接着剤材料の第２の薄片

をつくる工程を含むことを特徴とする請求項４４記載の方法。

    【請求項４６】  第１および第２の接着剤の薄片は生理センサー装置の横方

向の区域につくられることを特徴とする請求項４５記載の方法。

    【請求項４７】  多数の電極センサーを含む生理センサー装置の製造法にお

いて、該方法は共通の軸に沿って互いに軸方向に隔てられた一連の電極センサー

をつくり、伝導性ゲルの単一の薄片を用い軸方向に並んだすべての電極の上に伝

導性ゲルの層をつくり、該一連の電極センサーの各々の間で該ゲルの層を通して

切り込みをつくることにより各センサーの上に分離されたゲルの区域をつくる工

程から成ることを特徴とする方法。

    【請求項４８】  電極が取り付けられている可撓性の基質の中に溝孔を切り

込むことにより該一連の一つまたはそれ以上の電極センサーの間に電気的な分離

区域をつくる工程を含むことを特徴とする請求項４７記載の方法。
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    【請求項４９】  可撓性の非伝導性の基質、

  該基質の上につくられた電気伝導トラックの配列、

  電気伝導性の接着剤によって一つまたはそれ以上の電気伝導トラックへ電気的

に伝導が行なわれる電気装置、および

  伝導トラックの配列の少なくとも一部を覆い可撓性をもった非伝導性の基質の

少なくとも一部に貼付けられた裏地層を具備した積層構造を有することを特徴と

する哺乳類の検体に貼付ける生理センサー装置。

    【請求項５０】  伝導性接着剤はその厚さを通る一つの方向へ比較的低い電

気抵抗をもち、それと直交する方向では比較的高い電気抵抗をもっていることを

特徴とする請求項４９記載の装置。

    【請求項５１】  検体に貼付け得る貼付材を含む生理センサー装置を貼付け

る方法において、該貼付材は可撓性のウエッブによって隔てられた第１および第

２のセンサー区域を含み、該方法は第１のセンサー区域を胸部の心臓の前方の位

置に配置し、ウエッブを検体の胸骨の上に配置し、これによって第２のセンサー

区域を検体の胸部の右側に配置する工程を含むことを特徴とする方法。

    【請求項５２】  該ウエッブは位置指示器を含み、該方法は第１および第２

の区域を胸部に貼付ける前に該位置指示器を胸骨の中央に配置する工程を含んで

いることを特徴とする請求項５１記載の方法。

    【請求項５３】  該生理センサー装置は第２の可撓性のウエッブにより第１

および第２のセンサー区域から隔てられた第３のセンサー区域を含み、該方法は

さらに検体の腋窩の下方に第３の区域を位置させ、検体の胸筋の上に第２の可撓

性のウエッブを通す工程を含むことを特徴とする請求項５１記載の方法。

    【請求項５４】  第１、第２および第３のセンサー区域の各々はそれぞれＥ

ＣＧを測定するための電極を含み、この第３のセンサー区域を貼付ける方法によ

ってＥＣＧ信号の取得に対しＥＣＧ  ｌｅａｄ  ＩＩに近似させるように使用時

において検体の上方に電極を位置させることができることを特徴とする請求項５

３記載の方法。

    【請求項５５】  検体に貼付け得る貼付材を含む生理センサー装置を貼り付

ける方法において、該貼付材は検体の胸部の心臓の前方の位置に貼付け得る第１
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のセンサー区域、および検体の腋窩の下方に貼り付け得る他のセンサー区域を含

み、該第１および他のセンサー区域は可撓性のウエッブによって隔てられており

、該方法は該他のセンサー区域を検体の腋窩の下方に配置した後、可撓性のウエ

ッブを検体の胸筋の上に通すことによって第１のセンサー区域を検体の胸部の心

臓の前方の位置に配置する工程を含むことを特徴とする方法。
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【発明の詳細な説明】

      【０００１】

    （本発明の背景）

  本発明の分野

  本発明は哺乳類の検体の一つまたはそれ以上の生理学的なパラメータに関する

データを取得するために該検体に貼付けるための装置に関する。特に、本発明は

人の検体の胸部に貼り付けて生理学的なデータ、例えば心電図のデータおよび／

または呼吸のデータを感知し得る貼付材の形をした生理学的センサー装置、およ

びその製造法に関する。

      【０００２】

  従来法の説明

  従来法としては例えばＬｅｗｉｓの米国特許３，９４３，９１８号があり、こ

れには心臓の機能を監視する必要がある医学的な患者の治療に使用されるＥＣＧ

（心電図）の信号を感知し送信する装置が記載されている。ここに記載された装

置は、主として矩形の発泡体のブロックの片側に一対の円形の電極を有する発泡

体のパッドから成る一回きりの使い捨て用ユニットである。接着剤の層を用いて

このブロックを患者に貼付ける。このブロックはＲＦ（高周波）信号を受信機に

送信する電気回路を含んでいるが、受信機は患者から１００フィート以内にある

ことが必要である。次にこの信号を受信機およびフィルターを含む監視ステーシ

ョンの所で濾波し増幅する。

      【０００３】

  米国特許４，１２１，５７３号には、発泡体のパッドの上に取り付けられた一

対の間隔を置いて配置された円形の電極を用い、患者の心臓のリズムを監視する

胸部センサーが記載されている。心臓のリズムの信号を取得して送信するための

電極と電気回路との間の電気的接続は独立した電気導線で与えられている。この

回路と導線は発泡体の第１の層の裏面に配置され、第２の発泡体の層により適切

な位置に保持されている。従って、発泡体の層、電気回路および電極とから成る

かなり分厚い形態になっている。高周波の受信機および変換器は送信機の近傍に

貼付けられ、これによって信号は使用者が患者の心臓のリズムを見ることができ
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る表示装置に送られる。

      【０００４】

  米国特許４，９５７，１０９号には、患者の心電図の信号を発生し得る電極配

列が記載されている。この配列は人体の異なった部分に貼付けるための１０個の

異なった電極区域（一対の半円形の電極から成る）を含んでいる。電極は信号処

理装置へ接続するための出力接続器２に接続されている。電極センサー、および

電極と出力用の導線との間の電気導線は可撓性の回路板上につくられ、該回路板

は大きな樹状突起状または樹木状の形状をしており、標準的な１２本の導線をも

つ心電図による診断を行なうために人体の適切な位置に電極を配置できるように

なっている。従って、一つの電極から出力用の接続器へ至る電気的な接続は可撓

性をもった回路板上の一つまたはそれ以上の異なった電極センサーの周囲を経て

行なわれ、センサーとその周囲を通る電気導線との間の短絡を防ぐために絶縁材

料を複雑に配置しなければならない。

      【０００５】

  米国特許５，６３４，４６８号には、接着性のヒドロゲルの中に収納されたＭ

ＹＬＡＲTM製の中心構造部材を有する矩形の貼付材から成る、患者を生理的に監

視するセンサーが記載されている。このセンサーの片側には患者に接触させるた

めの４個の円形の電極がある。電極は導線で該構造部材の反対側にある電子装置

パッケージに連結されている。この電子装置パッケージがＥＣＧデータを受け取

りデータを監視ユニットに送信するようになっている。このような小さいセンサ

ーはＥＣＧ信号の測定だけに限られる。

      【０００６】

  米国特許５，３５３，７９３号には、患者の胸の周りを完全に取り囲むバンド

から成るＥＣＧ測定装置が記載されている。この胸バンドは随時肩紐および腹帯

をもっていることができる。呼吸、脈拍およびＥＣＧ信号を監視するために、バ

ンドの内周面の周りに電極を配置する。ＥＣＧ電極は皮膚と電気的に接触した簡

単な導体センサーである。脈拍および呼吸センサーはピエゾ電気要素から成る張

力センサーである。バンドの周りに間隔を置いて最低７個のＥＣＧセンサーを貼

付けるが、最高１８個を貼付けることができる。一つの胸バンドに２個またはそ
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れ以上のピエゾ電気センサーを貼付けることができる。種々のセンサーはケーブ

ルで連結されているから、この装置は全体として装着するのにかなり嵩ばったも

のになる。

      【０００７】

  国際特許公開明細書ＷＯ９４／０１０３９号には、患者の胸に貼付ける紐アセ

ンブリーをもった生理的監視装置が記載されている。この紐はＥＣＧデータを得

るために患者の胸部の心臓の前方の区域に貼り付けるための一連の９個の電気導

体電極センサーを具備している。この紐は比較的複雑であり、例えば個々の電極

に対し多数の凹みをもっている。

      【０００８】

    （本発明の概要）

  本発明の目的は従来法の問題を回避するか或いは少なくとも軽減することであ

る。特に本発明においては検体に容易に貼付けできおよび／または気持ち良く装

着できおよび／または使用後例えば２４時間過ぎたら廃棄できる改善された生理

センサー装置を提供することが探索される。本発明の他の目的は製造が簡単であ

ると同時に正確なデータを捕集できる装置を提供することである。本発明のさら

に他の目的は多様な種類の生理的データ、例えばＥＣＧ、呼吸、運動および温度

の値を捕集できると同時に、製造費用がが比較的廉価な装置を提供することであ

る。

      【０００９】

  本発明の第１の態様においては、使用時に検体に貼付し得る二つのセンサーの

区域を含み、該区域は使用時に該二つのセンサーの区域の分離された間隔を変化

し得るように可撓性のウエッブによって隔てられている。二つのセンサー区域は

人の胸部の心臓の前方の位置に実質的に水平に並べて貼付けでき、装置を取り付

けた後も呼吸または運動によって胸部の大きさが増減するにもかかわらず、可撓

性のウエッブのために検体は容易に呼吸および運動を行なうことができるので有

利である。

      【００１０】

  ウエッブは検体と作動的に接触しているが使用時において検体に接着はしてい
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ない外側の層を有し、これが装置の可撓性を増加する助けとなっていることが好

ましい。また好ましくは外力がかかっていない（ｕｎｂｉａｓｅｄ）場合、可撓

性のウエッブは中立な位置をもち、この中立な位置ではウエッブは第１および第

２のセンサー区域の間隔を予め定められた長さに固定することができる。さらに

可撓性のウエッブは実質的にＶ字形の部分のような位置指示器を含んでいる。Ｖ

字形の部分は互いに６０～１３０°、好ましくは１００～１２０°、特に一形態

においては１１５°の角度で交わる二つのアームからつくられていることができ

る。外力がかかっていない位置において第１および第２のセンサー区域の間隔は

２０～２００ｍｍ、好ましくは４０～１３０ｍｍである。

      【００１１】

  検体に貼付け得るセンサーの第３の区域が備えられ、該第３の区域は第２の可

撓性のウエッブによって第１および第２の区域から隔てられている。この第２の

可撓性のウエッブは使用時において検体に接着させないことが好ましい。第３の

区域は検体の腋窩の下方に貼付けるようになっている。従って第２のウエッブは

検体の胸筋区域の上方を通るようになっている。好ましくは第２のウエッブの長

さは互いに外力がかかっていない場合の位置において２０～２００ｍｍ、さらに

好ましくは５０～１１０ｍｍである。好ましくは第２のウエッブは第１または第

２の区域に対し約３０°～約６０°、さらに好ましくは約４５°の角度をなして

いる。

      【００１２】

  該第１の区域および第２の区域上の電極センサーは第１および第２の区域の両

方を横切る該横方向の軸上に並んでいることが好ましい。これによって後述する

ように製造が容易になるという利点が得られる。

      【００１３】

  他の具体化例においては、哺乳類の検体に貼付ける生理センサー装置において

、該生理センサー装置の横方向の軸に沿って間隔を置いて配置された第１および

第２の電極センサーを含み、該第１および第２の電極センサーは可撓性の基質の

上に取り付けられている生理センサー装置が提供される。

      【００１４】
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  該第１および第２の電極センサーは可撓性の基質の上に印刷された電気伝導性

インクから成っていることができる。電気伝導性インクは実質的に非偏光性であ

り、例えば銀－塩化銀インクから成っていることができる。

      【００１５】

  該第１および第２の電極センサーは可撓性基質の中にある溝孔によって分離さ

れている。第１および第２の各電極センサーの上方に伝導性ゲルの薄片を位置さ

せ、この伝導性のゲルがそれを通る溝孔(slot)によって分割されているようにす

ることができる。

      【００１６】

  本発明の他の態様においては、少なくとも一つの生理センサーを有する区域お

よび使用時において該区域を検体に貼付ける接着剤の層を含み、該区域は使用時

に検体によって着用された場合該区域の可撓性を増大させ得る少なくとも一つの

溝孔を含んでいる哺乳類の検体に貼付ける生理センサー装置が提供される。

      【００１７】

  本発明のさらに他の態様に従えば、使用時に検体に貼付け得る電気伝導性のゲ

ルの層を含む少なくとも一つのセンサーをもった区域から成る電極センサーを具

備し、該区域はさらに使用時に検体に貼付け得る非伝導性の接着剤の層を含んで

いる哺乳類の検体に貼付ける生理センサー装置が提供される。該電気伝導性のゲ

ルは接着性をもっていることが好ましい。電気伝導性のゲルはヒドロゲルから成

り、非伝導性の接着剤は例えば水性コロイドから成ることができる。好適な具体

化例においては、電気伝導性のゲルの層の反対側に隣接して二つの非伝導性の接

着剤の薄片が含まれている。

      【００１８】

  本発明のさらに他の態様においては、検体の腋窩の近くに貼付け得る一つまた

はそれ以上のセンサーから成る区域を含み、該区域は一つまたはそれ以上のセン

サーからの生理的な信号を処理する電気回路を含んでいる生理センサー装置が提

供される。該区域は生理的な信号を遠隔地へ送信するための例えば実質的に平ら

なコイルアンテナのような出力送信機を含んでいことが好ましい。好ましくはこ

れらのセンサーの一つは温度センサーである。この区域は一つまたはそれ以上の
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センサーからの生理的な信号を処理するための電気回路を有しており、着用者の

胸と腕の間の空間に収納することができる。

      【００１９】

  本発明のさらに他の態様に従えば、２個またはそれ以上の電極センサーを含む

生理的センサー装置の製造法において、該方法は可撓性をもった非電気伝導性の

基質の上に電気伝導性の材料の薄片をつくり、該可撓性の基質および伝導性の薄

片の両方を通して溝孔を切り込んで非伝導性の間隙によって隔てられた伝導性材

料の一対の隣接した縁を規定し、さらにそれによって伝導性材料の薄片の中につ

くられた該対になった隣接した縁の一つをそれぞれ有する隣接した電極センサー

を規定するようにする工程から成る方法が提供される。

      【００２０】

  好ましくは該伝導性材料の薄片をつくる工程は伝導性のインクの層を可撓性の

非伝導性基質の上に印刷する工程である。この方法は溝孔の切り込みを行なう前

に、電気伝導性材料の薄片の上に電気伝導性のゲルの薄片を配置する工程を含ん

でいる。

      【００２１】

  本発明のさらに他の態様においては、多数の電極センサーを含む生理センサー

装置の製造法において、該方法は共通の軸に沿って互いに軸方向に隔てられた一

連の電極センサーをつくり、伝導性ゲルの単一の薄片を用い軸方向に並んだすべ

ての電極の上に伝導性げ区の層をつくり、該一連の電極センサーの各々の間で該

ゲルの層を通して切り込むことにより各センサーの上に分離されたゲルの区域を

つくる工程から成る方法が提供される。好ましくはこの方法はさらに、電極が貼

り付けられている可撓性の基質の中に溝孔を切り込むことにより該一連の一つま

たはそれ以上の電極センサーの間に電気的な分離区域をつくる工程を含んでいる

。

      【００２２】

  本発明のさらに他の態様においては、

  可撓性の非伝導性の基質、

  該基質の上につくられた電気伝導トラックの配列、
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  電気伝導性の接着剤によって一つまたはそれ以上の電気伝導トラックへ電気伝

導が行なわれる生理センサーまたは電子回路（ＰＣＢ）のような電気装置、およ

び

  伝導トラックの配列の少なくとも一部を覆い可撓性をもった非伝導性の基質の

少なくとも一部に貼り付けられた裏地層を具備した積層構造を有する生理センサ

ー装置が提供される。好ましくは該伝導性接着剤はその厚さを通る一つの方向へ

比較的低い電気抵抗をもち、それと直交する方向では比較的高い電気抵抗をもっ

ている。

      【００２３】

  本発明のさらに他の態様においては、検体に貼り付け得る貼付材を含む生理セ

ンサー装置を貼り付ける方法において、該貼付材は可撓性のウエッブによって分

離された第１および第２のセンサー区域を含み、該方法は第１のセンサー区域を

胸の心臓の前方の位置に配置し、ウエッブを検体の胸骨の上に配置し、これによ

って第２のセンサー区域を検体の胸部の右側に配置する工程を含む方法が提供さ

れる。

      【００２４】

  本発明のさらに他の態様においては、検体に貼り付け得る貼付材を含む生理セ

ンサー装置を貼り付ける方法において、該貼付材は検体の胸の心臓の前方の位置

に貼り付け得る第１のセンサー区域、および検体の腋窩の下方に貼り付け得る他

のセンサー区域を含み、該第１および他のセンサー区域は可撓性のウエッブによ

って分離されており、該方法は該他のセンサー区域を検体の腋窩の下方に配置し

た後、可撓性のウエッブを検体の胸筋の上に通すことによって第１のセンサー区

域を検体の胸の心臓の前方の位置に配置する工程を含む方法が提供される。好ま

しくはウエッブは位置指示器を含み、該方法は第１および第２のセンサー区域を

胸に貼付する前にこの位置指示器を胸骨の上の中央に配置する工程を含んでいる

。

      【００２５】

  また本発明の装置は第２の可撓性のウエッブによって第１およびだ２のセンサ

ー区域から隔てられた第３のセンサー区域を含み、該方法はさらに該第３のセン
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サー区域を検体の腋窩の下方に配置し、第２の下方にウエッブを検体の胸筋の上

に通す工程を含んでいる。該第１、第２および第３のセンサー区域の各々はそれ

ぞれＥＣＧを測定するための電極を含み、第３のセンサー区域を貼り付ける方法

によりＥＣＧ信号の取得に対しＥＣＧ  ｌｅａｄ  ＩＩに近似させるように使用

時において検体の上方に電極を位置させることができることが好ましい。

      【００２６】

  本発明のさらに他の態様においては、検体に貼り付け得る貼付材を含む生理セ

ンサー装置を貼り付ける方法において、該貼付材は検体の胸の心臓の前方の位置

に貼り付け得る第１のセンサー区域、および検体の腋窩の下方に貼り付け得る他

のセンサー区域を含み、該第１および他のセンサー区域は可撓性のウエッブによ

って分離されており、該方法は該他のセンサー区域を検体の腋窩の下方に配置し

た後、可撓性のウエッブを検体の胸筋の上に通すことによって第１のセンサー区

域を検体の胸の心臓の前方の位置に配置する工程を含む方法が提供される。

      【００２７】

  本発明の他の特徴は下記の説明から明らかであろう。さらに、本発明によれば

本明細書記載の個々の特徴（任意特定の範囲内の個々のパラメータを含む）また

はその組み合わせから成る装置、その製造法、或いはそれを使用者に貼付する方

法が提供される。

      【００２８】

  次に添付図面を参照して本発明を説明するが、これらの説明は単に例示の目的

で行なわれるものとする。

      【００２９】

    （本発明の好適具体化例の詳細な説明）

  図１は、人の検体または患者Ｓの胸に貼付けられた本発明の生理センサー装置

または配列１０を示す。装置１０は検体の生理的な状態に関するデータを発生す

るセンサーの配列１０ａ（後述する）を具備している。このデータは携帯型の信

号送信ユニット１２に送られる。信号送信ユニット１２は測定された生理的パラ

メータを表す信号を基地ステーション１４へ送信する。この基地ステーションは

遠隔監視ステーション１６と交信を行なう。遠隔監視ステーション１６は、例え
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ば遠隔制御技術により、或いは例えばモデム１４ｃおよび１６ａを使用する地上

電話システムのような電話回線網Ｔを介して接続される適当にプログラムされた

コンピュータを備えていることができる。

      【００３０】

  本発明のシステムにおける異なった構成機素の基本的な構造を図２の模式的ブ

ロック図に示す。この図から分かるように、装置１０は生理的データを処理し信

号送信ユニット１２へ送るコントローラを構成する適当な電子装置と連絡したセ

ンサーの配列１０ａを備えている。この例においては、装置１０はこの用途に対

して特有な集積回路（ＡＳＩＣ）１０ｂ、および通信プログラム可能集積回路Ｃ

ＯＭＭＳ  ＰＩＣまたはマイクロコントローラ１０ｃを含んでいる。電子装置の

好適な形のこれ以上の詳細点、およびセンサーの詳細点は、「生理センサー配列

」と題する本出願人等による同時出願の米国特許願（代理人参照番号ＮＥＸＴ－

０００４）に記載されている。この特許願は参考のために全文が添付されている

。

      【００３１】

  本発明のシステムはさらに受信機１２ａを有する携帯型の信号送信ユニット１

２を具備し、該受信機はプロセッサー１２ｂに接続され、該プロセッサーはラジ

オ・モジュール１２ｃを介して基地ステーション１４に対しデータおよび指令の

双方向交信を行なう。ユニット１２の好適な形の詳細点は、「携帯型信号送信ユ

ニット」と題する本出願人等による同時出願の米国特許願（代理人参照番号ＮＥ

ＸＴ－００１４）に記載されている。この特許願は参考のために全文が添付され

ている。

      【００３２】

  基地ステーション１４は信号送信ユニット１２からデータ信号を受け取るラジ

オ・モジュール１４ａおよびプロセッサー１４ｂを具備し、該プロセッサーは生

理的データを処理してモデム１４ｃおよび回線網Ｔを介して基地ステーション１

４から遠隔監視ステーション１６へデータを送信し得るように適当にプログラム

されている。遠隔監視ステーション１６は例えばモデム１６ａおよびプログラム

可能なコンピュータ１６ｂを備えている。基地ステーション１４および遠隔監視



(18) 特表２００３－５０５１１８

ステーション１６、並びに送信されるデータのフォーマットおよび装置１０とユ

ニット１２との間の通信手順の詳細を含むシステム全体の詳細点に関しては、「

遠隔地の患者との携帯型通信監視システム」と題する本出願人等による同時出願

の米国特許願（代理人参照番号ＮＥＸＴ－０００２）に記載されている。この特

許願は参考のために全文が添付されている。

      【００３３】

  図３は本発明の生理センサー装置１０の好適具体化例の前立面図であり、使用

する患者に貼り付ける装置の前面を示す。装置１０は胸部の心臓の前方に位置す

る第１のセンサー区域２０、および可撓性の連結用の膜、ヨークまたはウエッブ

２４によって第１のセンサー区域２０に連結された第２のセンサー区域２２を備

えている。さらに装置１０は患者の腋窩の中に配置するために第２のヨークまた

はウエッブ２８によって第１のセンサー区域２０に貼付けられた第３のセンサー

区域２６を備えている。第１のセンサー区域２０は３個の電極センサー３０、３

２および３４を含み、他方第２のセンサー区域２２は２個の電極センサー３６お

よび３８を含んでいる。電極４０の形で第３のセンサー区域２６の底部に６番目

の電極センサーが貼付けられている。電極センサーは、前記の「生理センサー配

列」と題する本出願人等による同時出願の米国特許願（代理人参照番号ＮＥＸＴ

－０００４）に記載されているように心拍数、呼吸の数および／または運動のよ

うな生理パラメータを監視するのに使用することができ、伝導性のゲルを使用し

て患者の皮膚と電気的に接触させて動作させる。この特許願は参考のために全文

が添付されている。

      【００３４】

  第１のセンサー区域２０の上で、ウエッブ２８の近傍に、従って患者の胸筋の

近傍に後述のように使用されるさらに他の生理的屈曲センサー４２が備えられて

いる。屈曲センサー４２は検体の胸部の運動の程度を決定するのに使用すること

ができ、可撓性をもった非伝導性の基質を有するセンサーから成り、その上にイ

ンクのような伝導性材料の薄片が貼り付けられ、該伝導性の薄片の上部にはさら

に例えば金属のような一連の高度の伝導性をもつ区域が貼り付けられている。こ

のようなセンサーは例えばニューヨークのＡｂｒａｍｓ／Ｇｅｎｔｉｌｌｅ  Ｅ
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ｎｔｅｒｔａｉｎｍｅｎｔ  Ｉｎｃ．から入手できる。

      【００３５】

  さらに、例えばサーミスタから成ることができるような温度センサーの形の他

の生理センサーが備えられている。温度センサー４４はセンサー区域２６の上端

に向けて、従って使用時の着用者の腋窩の近くに配置するのが有利である。例え

ば伝導トラック４８を経て種々のセンサーと動作し得るように連結されたＡＳＩ

Ｃ  １０ｂおよび通信ＰＩＣ  １０ｃのような適当な電子装置を有しアンテナま

たはコイルアンテナ５０を介して信号送信ユニット１２と交信できるプリント回

路板４６が備えられている。好ましくは温度センサー４４およびアンテナ５０は

適当な導線を使用して直接ＰＣＢ  ４６に接続されている。図３に示すように、

センサー区域２０および２２を通過する一連の溝孔５２、５４および５６が存在

している。これらの溝孔は空気間隙を与え、従って隣接した電極の間の非伝導性

の分割材となり、またセンサー区域２０および２２にさらに可撓性を付加してい

る。また図３に模式的に示されているように、装置１０の層を貫通する適当な電

池を収納するための孔５８があり、これによって例えば亜鉛空気電池の場合絶縁

用の薄片を取り除くことにより電池を周囲の空気に露出させて装置を始動させる

ための入り口にすることができる。

      【００３６】

  図４、５および６に示されているように、センサー１０は種々の層によってつ

くられている。図４は第１のセンサー区域２０の一部を通る模式的断面図である

。この断面図において装置１０は例えば軽量の発泡体材料の裏地層６８を備え、

この層は摩耗耐性を与えるためにその上面および下面に縫い合わされた繊維布の

カバーをもっていることができる。発泡体は約１ｍｍの厚さをもち、従って発泡

体の弾力性のために若干の機械的な保護作用を装置１０に与えることができる。

圧感性の接着剤６２のような転送接着剤の層を発泡体の層６０と基質層６４との

間に取り付け伝導トラック４８を保持することができる。基質６４は好ましくは

可撓性の非伝導性材料、例えばＰＶＣであり、例えば厚さ約１００μの霜降り状

の透明なビニル材料から成る可撓性をもったシートであることができる。

      【００３７】
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  伝導トラック４８はビニル基質の上に印刷された伝導性インク６６の層からつ

くることができる。例えば銀／塩化銀インクを使用でき、これを基質６４の上に

印刷することができる。インクは実質的に非偏光性であることが好ましい。

      【００３８】

  屈曲センサー４２をビニル基質６４に接着し、屈曲センサーの一端（ウエッブ

２８の近傍）にある二つの電気接点と基質６４の上の適切な場所で伝導トラック

４８に適当に備えられた二つの接点とを電気的に連結するために伝導性の接着剤

の区域６８が備えられ、これによってプリント回路板４６と連絡できるようにな

っている。勿論、屈曲センサー４２と基質６４上の伝導トラック６４との間の接

触は屈曲センサー４２上の任意の点で行なわれ、屈曲センサー４２上のＵ字形の

導線トラックの場合に適したような一端において両方の接触を行なうのではなく

、例えば屈曲センサー４２の各端の所で接触を行なうことができる。電気伝導性

の接着剤６８は例えば３Ｍによって市販されているような電気伝導性のテープで

あることができ、これはＺ軸においてだけ、即ちテープの厚さを通してだけ電気

を伝導し、これによって二つの隣接した伝導トラック４８の間の電気伝導が防が

れる。

      【００３９】

  さらに、接着層６２への接着を防ぐ少なくとも一つの非接着性のまたはワック

ス状の表面を含んだ中間的な剥離用ライニング材７２が備えられている。この剥

離用のライニング材は、装置１０の種々の層をつくりそれに切込みを入れて外側

の輪郭の形をつくった後屈曲センサー４２を挿入できるようにするために備えら

れている。剥離用のライニング材７２は低接着性の接着剤をもった片側の面を有

し、屈曲センサー４２を挿入した後比較的簡単に除去することができる。後述す

るように、プリント回路板４６を挿入できるようにするためにも同様な中間的な

剥離層が備えられている。

      【００４０】

  次の層は第２の可撓性の裏地層７６、または可撓性の非伝導性の中間層であり

、装置１０の上方の若干の部分で露出しており（図４、５および６に示されてい

るように）、従って使用時においては患者に接触している。層７６は例えば公知
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の通気可能な繊維布層であって、例えば擦過傷用の簡単な絆創膏またはＢＡＮＤ

ＡＩＤTMに対する裏地層として医療用の包帯に通常使用されているような圧感性

接着剤の裏側をもっていることができる。典型的には、第２の裏地層７６は黄褐

色（ｔａｎ）をしており、従って簡単にタン（ｔａｎ）と呼ぶことにする。接着

剤によって層７６が基質６４に確実に接合する。伝導トラック４８を示すために

図３ではタン７６の上部層は示されていないことを理解されたい。

      【００４１】

  図４に示された次の層は伝導性のゲル７４であり、これは電極３０を構成する

主要中央伝導性インク区域６６を覆っている。伝導性のゲル７４は例えば外皮層

と伝導性インク６６の間で電気伝導を行ない電極センサーをつくることができる

ヒドロゲルの種類の１種であることができる。典型的にはヒドロゲルは高い塩化

物含量をもっていることができる。ヒドロゲルの一例は米国ミネソタ州Ｍｉｎｎ

ｅｔｏｎｋａのＬｅｃＴｅｃ  Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎから市販されているＲＧ

６３Ｂである。ゲルの層７４はいくらか接着性をもち、それによって使用時に或

る程度検体に接着できることが有利である。

      【００４２】

  次に接着剤の２枚の薄片を圧感性接着剤の第１の層６２および例えば水性コロ

イドのような非伝導性の接着剤７８の形で取り付ける。これらは、検体の胸に接

着するために第１のセンサー区域２０の横方向の区域（または図３で見られるよ

うに頂部および底部）に取り付けられる。圧感性接着剤は水性コロイドの層７８

に対する裏地を与え、水性コロイドを基質６４の表面またはタン層７６に適切に

接着する。水性コロイド７８は非伝導性で一般的に人の皮膚に何ら刺激を与えな

い公知種類の接着剤から成っている。最後に保存用の目的で剥離用のライニング

材７２が備えられている。剥離用のライニング材７２を除去して第１のセンサー

区域２０を着用者の胸に被覆する。

      【００４３】

  図５は第３のセンサー区域２６を通る断面図を示す。この場合最も外側の、即

ち図では下側の層も発泡体の裏地層６０によってつくられ、これは装置全体１０

を横切る連続した（しかし溝孔５２のような孔が適宜穿孔された）裏地をつくる
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ことができる。

      【００４４】

  基質層６４を発泡体の層６０に貼り付けるために転送接着層６２が備えられて

いる。電極４０はビニル基質６４に印刷された伝導性インク６６の区域によって

つくられている。ビニル基質とタン層７６の下側の間にプリント回路板４６を挿

入することができるように中間的な剥離ライニング材７２がインク６６および大

部分の基質６４の上に含められている。好ましくは、タン層７６を基質６４に貼

り付けて蝶番えとし、剥離ライニング材７２を基質層６４から持ち上げてプリン

ト回路板４６およびアンテナ５０を挿入できるようにする区域Ｈが備えられてい

る。図から分かるように溝孔５８はプリント回路板に取り付けられた電池を層６

０を通って装置１０から取出す凹部になっている。勿論第３の区域２６の一部（

図示せず）はプリント回路板上における導線トラック４８への電気接点の接続を

与え、これはその厚さだけを通し、従って隣接したトラックを横切らないで伝導

を行なう伝導性接着テープを用いて達成することができる。このようなテープは

プリント回路板４６を挿入する前にトラック４８の上方の基質６４上の適切な位

置に配置される。

      【００４５】

  層７６の上方には伝導性ゲルの層７４が備えられ、使用時に着用者に対して区

域２６の電気伝導性をもった貼り付けを行なうことができる。最後に、保存の目

的で剥離用のライニング材７２を貼り付ける。このライニング材は検体に貼り付

ける前に除去し、ヒドロゲル層７４を介して着用者と電極４０とを接着させその

間に電気的な接触が得られるようにすることができる。

      【００４６】

  第２のセンサー区域２２は第１のセンサー区域２０と実質的に同じであるが、

この例では電極センサー３６および３８以外の他の型のセンサーが存在しない点

が異なっている。しかしウエッブ２４および２８に対してはもっと簡単な構造が

与えられている。図６はウエッブ２４の部分を通る模式的断面図である。これか

ら分かるように、ウエッブは転送接着層６２を有する発泡体の裏地層６０から成

り、基質層６４を貼り付けることができる。この場合基質６４の上に印刷できる
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インク層６６の形で二つの電気伝導トラック４８が備えられている。この場合タ

ン層７６がウエッブ２４および２８の区域において装置１０の上面になる。従っ

てウエッブは着用者の皮膚に接着しないことが好ましい。

      【００４７】

  異なった検体上に種々のセンサーを適当に配置できるようにするためには、各

電極センサーがほぼ同じ大きさまたは表面積をもつと同時に、或る範囲の異なっ

た装置はそれぞれ異なった寸法をもち異なったタイプの検体に適合することが好

ましいことが分かった。従って区域２０および２２に約３０×２５ｍｍの電極セ

ンサーを貼り付け、各区域は互いに２０～２００ｍｍ、もっと好ましくは４０～

１３０ｍｍの距離Ｌ１だけ離れるようにすることができる。小、中、大の検体に

対して三つの（或いはもっと多くの）大きさのセンサー装置１０をつくり、ここ

でＬ１はそれぞれ約５５ｍｍ、８２．５ｍｍおよび１１０ｍｍ程度にすることが

できる。使用時にはウエッブ２４を下向きにし、このウエッブは６０～１３０°

、好ましくは１００～１２０°の、或る好適な値としては１１５°の角度αで交

わる二つのアームから成るようにすることが有利である。好適な形では第１およ

び第２の区域２０および２２を胸骨から等間隔に配置し、第１および第２の区域

２０および２２を胸に貼り付ける前にウエッブ２４を胸骨上で対称的に配置する

ことにより、ウエッブ２４はセンサー区域２０および２２が検体Ｓに対して適切

な位置に置かれるような働きをする。使用時においては第３の区域２６は患者の

腋窩（即ち腋の下）の真下にあり、ウエッブ２８は胸筋の上を通って第１のセン

サー区域２０が患者の左側の胸の心臓の前方ににあり、他方第２のセンサー区域

２２はさらに右側を通るが胸骨の近くに来るようにすることができる。上方の剥

離用のライニング材７２が存在するために貼り付け前において、上方左側のアー

ムを用いて区域２６を着用者の左側の腋窩の下方の適切な位置にゆるく保持し、

ウエッブ２４を用いて区域２０および２２を配置する。別法として先ず区域２６

を左の胸骨の下方の適切な位置に配置し、着用者がウエッブ２８を胸筋の上に通

した後、センサー区域２０および２２を胸の上の適切な位置に配置する。

      【００４８】

  前述のように、第２のウエッブ２８は区域２０と２６との間の電気伝導トラッ
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クを保持し、また装置１０の物理的な一体性を与えるために備えられている。好

ましくはウエッブ２８は平均の長さＬ２が２０～２００ｍｍ、さらに好ましくは

５０～１１０ｍｍである。装置１０の小、中、大に形の対し適当な長さＬ２はそ

れぞれ５０ｍｍ、７５ｍｍおよび９０ｍｍである。好ましくはウエッブ２８は第

１の区域２０の縁の垂線に対し角度βで交わり、この角度は３０～６０°、さら

に好ましくは約４５°である。

      【００４９】

  ウエッブ２４およびウエッブ２８の形は添付図面に図示した以外の形であるこ

とができる。例えばウエッブはＳ字形をしており、Ｓ字形の方が直線の形よりも

広がっているため、それぞれ相互に連結された電極区域の間隔を大きくすること

ができる。またウエッブ２４は例えばＵ字形をしていることができる。実際、隣

接した電極区域間を可撓性をもって連結する膜を与え、またセンサー区域を横切

って電気的な連絡をなし得る機能的な要求を満たす任意の形を用いることができ

る。

      【００５０】

  電極センサー３０、３２、３４、３６および３８は装置１０の上の共通の横方

向の軸Ａに沿って並んでいる。これによって製作が容易になる。何故なら各電極

センサーの側面は下記のように切込みによって規定されているからである。従っ

てセンサー３０および３２のような直接隣接したセンサーはセンサー３０および

３２の隣接した縁を規定する溝孔５２によって隔てられている。同様に溝孔５４

はセンサー３２をセンサー３６から、また溝孔５６はセンサー３６をセンサー３

８から分離している。

      【００５１】

  装置１０は図７に模式的に示した積層法を用いて製造することができる。積層

機８０はそれぞれ装置１０をつくるための一つまたはそれ以上の層のロールをも

った一連のドラムから成っている。即ち、発泡体のロール６０をもつドラム８２

が備えられ、ビニル基質６４のロールをもつ第２のドラム８４が備えられている

。基質６４は伝導トラック４８を印刷する印刷ドラム８６および基質６４に沿っ

て規則的な間隔で適切に配置された電極センサー区域３０、３２、３４、３６お
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よび３８の下方を通る。従って、ドラム８６を回転させ次の繰り替えしパターン

の前に適当な間隔を残すことによりこのトラックおよび電極に対する簡単な連続

パターンを印刷することができる。図３に示す矢印の方向に基質６４を動かして

装置１０の横方向の軸Ａに沿い１本の線のインクとして電極３０～３８を有利に

印刷することができる。

      【００５２】

  タン材料のロール７６をもつ第３のドラム８８が備えられている。第４のロー

ル９０は伝導性のゲルのロール７４をもち、第５のドラム９２は水性コロイドの

ロール７８をもっている。上方の剥離用かイニング材７２をもった第６のドラム

９４が備えられている。今述べたような種々の層は適当な表面に転送接着剤の層

を含んでいることができる。別法として、積層機８０上に適当に配置されたドラ

ムから転写接着剤の供給を行なうことができる。従って、異なった層を供給器お

よび圧縮ドラム９６の所で一緒にするか積層化し、これによってすぐ切込みを入

れるか打ち抜きできる薄い積層構造物をつくる。ドラム９６の所で積層化する前

に、中間的な剥離層７２を第３のセンサー区域２６に適当に挿入し、後でプリン

ト回路板４６を挿入できるようにし、また第１のセンサー区域２０に挿入して後

で屈曲センサー４２を挿入できるようにする。

      【００５３】

  このようにして装置１０がつくられた後、切込みドラム９８は異なった層を通

じて装置１０の周辺の形を切り取り、そうでなければ連続的な伝導インク６６の

プリントされた薄片から溝孔５２、５４、５６および５８をつくって個々の電極

センサー３０、３２、３４、３６および３８を規定し、また電池用の収納孔５８

をつくる作用を行なう。

      【００５４】

  積層機８０は適当な電子機器を用いてコントロールし種々のドラム８２～８９

を同期的に駆動することができる。従って、種々のセンサー（図示せず）を用い

種々の層の位置を決定することができる。このようなセンサーは入力端子１０２

を経てモーターのような適当な駆動システムに対する出力端子１０４を有する電

子的コントローラ１００に接続され、種々の異なった層を種々のドラム８２～９



(26) 特表２００３－５０５１１８

２へ供給することができる。

      【００５５】

  最後に、プリント回路板４６、温度センサー４４およびアンテナ５０を区域２

６に、屈曲センサー４２を区域２０に挿入して個々の生理センサー装置１０をつ

くる。次いで前記の電子機器の後に第３のセンサー区域２６の上にヒドロゲル層

７４および剥離層７２を別々に付加することができる。この時外側の剥離層７２

を三つのセンサー区域から取り外し、センサーを使用者に貼り付け、例えば前記

のように電池の上の外側の剥離層を取り外して始動させることによりセンサー装

置１０を使用できる準備が整う。

      【００５６】

  横方向の軸Ａと平行な矢印Ｆの方向に層を供給することによって積層化法によ

り装置１０をつくると、インクの中央の線をプリントし、次いで切込みを入れて

異なった電極をつくる簡単化された製造工程を行なうことができて有利である。

さらに、ヒドロゲルの比較的狭い線を用いプリント電極区域を覆いセンサーをつ

くることができる。この方法で二つのセンサー区域２０および２２に５個の異な

ったセンサーがつくられる。さらに、図４から最も良く分かるように、区域２０

および２２の上部および底部の部分、或いは左および右の側面に二つの平行なヒ

ドロゲルの区域をつくる。さらにこの方法により種々の層の横方向の縁を比較的

簡単に合わせることができ、これを回転ダイス型カッターの適当な軸位置の所で

簡単にダイス型カッターへ供給する。例えばヒドロゲルとインク電極の区域３０

～３８とがうまく合っていないと、電極３０～３８の各々に対し実質的に同じ有

効表面区域が得られるので有利である。

      【００５７】

  さらに本発明のセンサー装置１０は標準的なＥＣＧ  ｌｅａｄ  ＩＩに極めて

近いものを与え、当業界の専門家には明らかなように他の多くの利点をもってい

る。

      【００５８】

  本発明に従えば、添付特許請求の範囲に記載されたような上記の特徴の一つま

たは任意の組み合わせをもったセンサー装置が提供される。
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【図面の簡単な説明】

    【図１】

  本発明のセンサー装置を適当に使用できる生理監視システムの模式図。

    【図２】

  図１に示したシステムの模式的ブロック図。

    【図３】

  本発明の装置の模式的前立面図。

    【図４、５および６】

  図３に示した装置の異なった部分を通る模式的分解断面図。

    【図７】

  図３に示した型の装置を製造する装置の模式的立面図。
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【図１】
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【図２】



(30) 特表２００３－５０５１１８

【図３】
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【図４】

【図５】

【図６】
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【図７】
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【国際調査報告】
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